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有害性評価書 

 

物質名：アセトアルデヒド 

 

1. 化学物質の同定情報 

名 称： アセトアルデヒド(Acetaldehyde) 

別 名： エタナール(Ethanal) 

化学式：  CH3CHO 

分子量：  44.1 

CAS 番号：  75-07-0 

労働安全衛生法施行令別表９(名称を通知すべき有害物)第 14 号 

 

2. 物理的化学的性状 2） 

外観： 刺激臭のある、気体または無色の液体 発火点：185℃ 

比重（水＝1）： 0.78 爆発限界（容量％）下限：4 上限：60    

沸 点：20.2℃ 溶解性（水）： 混和する 

蒸気圧：101kPa（20℃） ｵｸﾀﾉｰﾙ/水分配係数 log Pow: 0.63 

蒸気密度（空気＝1）：1.5 換算係数：  

1ppm＝1.83mg/m3＠20℃、1.81＠25℃ 

1mg/m3＝0.546ppm＠20℃、0.554＠25℃ 
融 点：-123℃ 

引火点（CC）：38℃  

 

3. 生産･輸入量、用途 

生産量：362,476 トン/平成 15 年 11) 

用途：製造原料(酢酸、過酢酸、無水酢酸、酢酸エチル、ラクトニトリル、ポリアセトアルデヒド、クロトンアル 

デヒド、パラアルデヒド、ペンタエリスリトール、エチルアルコール、アクロレイン、アセトアルドール、メ

トキシブチルアセテート、ソルビン酸、トリメチロールプロパン、クロラール、グリオキザール、1, 3-ブタ

ンジオール、ピリジン、ピコリン、エチルアミン、ウレア、DL－アラニン)、魚の防腐剤、防かび剤、写真

現像用薬品、燃料配合剤、還元剤、医療用薬品、香料、中間原料(染料、プラスチック、合成ゴム) 1) 

製造業者：協和発酵ケミカル、日本アルデハイド、昭和電工 3) 

 

4. 有害性データ 

（1） 健康影響 

ア 急性毒性（致死性）1) 

 ラット マウス ハムスター イヌ 

吸入LC50 3,344-20,572 ppm 

13,300ppm(4-h) 6) 

－ 17,236 ppm(4-h) － 

経口LD50 660-1,930 mg/kg 1,230 mg/kg － > 600 mg/kg 

経皮LD50 － － － － 

皮下LD50 640 mg/kg 560 mg/kg － － 

イ 皮膚腐食性／刺激性  

別添２ 
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ウサギに500mgを開放局所塗布し､軽度の皮膚刺激を認めた。6) 

 

ヒトへの影響 1) 

アセトアルデヒド蒸気のばく露により、眼や粘膜への刺激、皮膚の紅潮、肺水腫、咽頭痛が

みられ、経口摂取により、悪心、嘔吐、下痢、混迷、呼吸不全などの症状が認められている。

液状のアセトアルデヒドは角膜表面を傷害する。 

被検者に対してアセトアルデヒドのチャンバー内ばく露を行ったところ、25 ppm では不快感、

50 ppm では眼刺激がみられている。健常男子を134 ppm に30 分間ばく露をしたところ、上

気道に中等度の刺激を生じたことが報告されている。5%溶液の静脈内注射によって心拍数及

び呼吸数の増加、肺胞内二酸化炭素濃度の減少も報告されている。 

東洋系の被検者12 例に対してパッチテストを行ったところ、全例で皮膚の紅斑が認められ陽

性と判断された。 

アセトアルデヒド蒸気の反復ばく露により、皮膚炎や結膜炎がみられ、長期ばく露では赤血

球及び白血球の減少や持続性の血圧上昇を生じることが報告されている。 

 

ウ 眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 6)  

ウサギの眼に40mgのアセトアルデヒドを滴下した実験で強度の眼刺激が報告されている。 

 

ヒトへの影響 1) 

アセトアルデヒド蒸気のばく露により、眼や粘膜への刺激、皮膚の紅潮、肺水腫、咽頭痛が

みられ、経口摂取により、悪心、嘔吐、下痢、混迷、呼吸不全などの症状が認められている。

液状のアセトアルデヒドは角膜表面を傷害する。 

被検者に対してアセトアルデヒドのチャンバー内ばく露を行ったところ、25 ppm では不快感、

50 ppm では眼刺激がみられている。健常男子を134 ppm に30 分間ばく露をしたところ、上

気道に中等度の刺激を生じたことが報告されている。5%溶液の静脈内注射によって心拍数及

び呼吸数の増加、肺胞内二酸化炭素濃度の減少も報告されている。 

東洋系の被検者12 例に対してパッチテストを行ったところ、全例で皮膚の紅斑が認められ陽

性と判断された。 

アセトアルデヒド蒸気の反復ばく露により、皮膚炎や結膜炎がみられ、長期ばく露では赤血

球及び白血球の減少や持続性の血圧上昇を生じることが報告されている。 

 

エ 呼吸器感作性または皮膚感作性 1)  

報告なし。 

 

オ 生殖細胞変異原性 1) 

 報告なし。 
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生殖細胞変異原性/発がん性/遺伝毒性参考資料 

C57BL/6J マウスに 6 mg/kg/day を 5 日間腹腔内投与した実験で成熟赤血球の小核の増加」 

が観察されている。1) 

in vivo somatic cell mutagenicity test であるラットの染色体異常試験で陽性である。6) 

 

本物質は労働安全衛生法有害性調査制度に基づく既存化学物質変異原性試験の結果、変異原性が

認められ、「変異原性が認められた化学物質による健康障害を防止するための指針」の対象物質である。

12) 

 

カ 発がん性 1) 

(1) 吸入ばく露  

雌雄のWistar ラットを750、1,500、1,533 ppm に6 時間/日×5 日/週×28 カ月間ばく露した実験

では、ばく露群において用量に相関して鼻腔に癌腫の発生がみられた。肺、喉頭及び気管には腫

瘍発生率の増加はみられなかった。 1) 

雌雄のゴールデンハムスターを、最初の9 週間は2,500 ppm から1,650 ppm まで徐々に濃度を下

げ、7 時間/日×5 日/週×52 週間ばく露した実験では、ばく露群で雌雄とも1 例ずつに鼻腔の癌

腫がみられ、喉頭の癌腫の発生率が増加した。気管支及び肺には腫瘍の発生はみられなかった。 

1) 

 (2) 経口投与 

     報告なし。 

     (3) 経皮投与 

     報告なし。 

  

ヒトへの影響  

作業環境中にアセトアルデヒドやその他の化学物質が検出される化学工場に20 年以上就労し

た作業者の150 例中9 例(いずれも喫煙者)に腫瘍の発生がみられ、発生部位は気道に5 例、口

腔に2 例、胃及び大腸に各1 例であった。呼吸器腫瘍の発生が一般集団と比較して高いと考え

られるが、アセトアルデヒドとの関連性については明らかではない。 

 

発がん性評価（2009 年 7 月 31 日確認） 

IARC 2B ： ヒトに対して発がん性の可能性がある 9) 

ACGIH A3： 動物発がん性物質であることが確認されたが、ヒトとの関連は不明 4) 

日本産業衛生学会 第 2群 B：人間に対しておそらく発がん性があると考えられる物質で、証拠が 

比較的十分でない物質 7)、８） 

発がん性の定量的評価（2009 年 7 月 31 日確認） 

USEPA/IRIS13)：吸入ばく露発がん性試験で rat/SPF Wistar, 雄に誘発した扁平上皮がんに

ついて、Linearized multistage-variable exposure input form で下記のユ

ニットリスクを算出している。14) 

・ Inhalation Unit Risk -- 2.2 × 10-6 per (μ g/m3) 

・ Air Concentrations at Specified Risk Levels: E-4 (1 in 10,000)  5×10 μ g/m3 
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WHO15)：吸入ばく露発がん性試験 16)で誘発した扁平上皮がんに基づき、多段階線形モデル

に基づき 10-5生涯ばく露過剰発がん濃度を 11－65μg/m3としている。 

 

キ 生殖毒性 1)  

報告なし。 

 

ク 特定臓器毒性／全身毒性（単回ばく露）1) 

ヒトにおける毒性は刺激性で眼や気道が標的であり、135 ppm30 分間ばく露では 14 名中 14

名が上気道の軽度刺激を訴えた１、6）。それ以外の毒性については、濃度が記載されていない。 

麻酔ラットの１分間吸入ばく露により心臓の亣感神経興奮作用が報告されており、1668-16680 

ppm で血圧の有意な上昇、6672-13900 ppm で頻脈発生、その無作用量の上限が 556 ppm と

なっている 6）。 

 

ケ 特定臓器毒性／全身毒性（反復ばく露）  

(1) 経口投与 

ラットに675 mg/kg を4 週間投与した実験で前胃の角化亢進がみられ、NOEL は 125mg/kg 

と報告されている。またラットに40 mg/kg/day を6 カ月間飲水投与(0.05%)した実験では、

肝臓でコラーゲン合成の増加がみられている。1) 

 

(2) 吸入ばく露 

ラットに6 時間/日×5 日/週×4 週間ばく露した実験で、1,000 ppm 以上で成長の遅延、

2,200ppm 以上で死亡率の増加がみられている。また、243 ppm に8 時間/日×5 日/週×5

週間のばく露により、鼻腔の炎症や嗅上皮の過形成がみられている。1) 

ハムスターに390～4560 ppmを6 時間/日×5 日/週×13 週間反復ばく露した実験では、

1,340 ppm 以上で気管上皮の障害、4,560 ppm で成長遅延や眼の刺激性、鼻腔、喉頭及び

肺の上皮に障害、白血球数の増加、心臓、腎臓重量の増加がみられ、NOELは 390 ppm と

報告されている1, 6)。 

 

(3) 腹腔内投与 

ラットに200 mg/kg を10 日間投与した場合、肝臓に脂肪蓄積がみられている。1) 

 

ヒトへの影響 

アセトアルデヒド蒸気の反復ばく露により、皮膚炎や結膜炎がみられ、長期ばく露では赤血

球及び白血球の減少や持続性の血圧上昇を生じることが報告されている。エタノールによる

肝障害や飲酒癖のある母親から出生した子供の先天異常にアセトアルデヒドの関与が示唆さ

れている。1) 

 

コ 許容濃度の設定（2009 年 7 月 31 日確認） 

 ACGIH4) ：C(天井値) 25 ppm（1993） 
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 日本産業衛生学会 最大許容濃度：50ppm（1991） 7)  

 

アセトアルデヒド ACGIH Documentation (2001)6)  要旨 

アセトアルデヒドによる職業ばく露によって引き起こされる眼および上気道に対する刺激の

可能性を減らすために 25ppm(45mg/m3)の TLV－天井値が推奨される。感受性の鋭い作業者は

25ppm 程度の低い濃度でも眼刺激を経験しているが、大多数の作業者は 50ppm 以上で刺激性

を経験している。約 750ppm で 28 ヶ月、あるいは約 1650ppm で 1 年間、アセトアルデヒド

蒸気にそれぞればく露したラットとハムスターにおいて、鼻および喉部のがんが、更に、アセ

トアルデヒドによる in vitro および in vivo の変異原性が報告されている。この証拠により、

動物実験では発がん性が確認されたがヒトの発がんとの関連が未知であるとするＡ３注記が

付記された。感受性の鋭い労働者では、25ppm の天井値でもアレルギー感作を抑えることはで

きないことは認識されている。Skin または SEN 注記を付記するまでの十分なデータは得られ

ていない。 

 

5. 物理的化学的危険性 2） 

ア 火災危険性 ： 引火性がきわめて高い。 

イ 爆発危険性 ： 蒸気/空気の混合気体は爆発性である。 

ウ 物理的危険性： この物質の蒸気は空気より重く、地面あるいは床に沿って移動することがあ

る；遠距離引火の可能性がある。 

エ 化学的危険性： 空気と接触すると爆発性過酸化物を生成することがある。痕跡量の金属(鉄)

が存在すると、酸、アルカリ性水酸化物の影響下で重合することがあり、火

災または爆発の危険を伴う。強力な還元剤で、酸化剤、強酸、ハロゲン、ア

ミンと激しく反応し、火災 や爆発の危険をもたらす。 

 

6.  事故事例 17) 

発生年月 被災者数 発生状況 

平成 12 年 

10 月 

中毒 2 名 研究所の設備等の各種計器メーター点検のため巡回作業を行っていた労

働者 2 名が、貯水槽から空気中に発散していた高濃度のアセトアルデヒ

ドおよびホルムアルデヒドのガスを吸引し、中毒症状を起こしたもの。 

平成 14 年 

5 月 

薬傷 1 名 新設タンクの配管工事において、既存の使用してない設備から配管を流

用するために、配管の取り外し作業をおこなっていたところ、タンク内

部に溜まっていたアセトアルデヒドを含む液体を浴び呼吸困難となり、

病院に搬送され、急性肺水腫と診断れたもの。 

 

備考 

この有害性評価書は、「既存化学物質等安全性（ハザード）評価シート（1997）、化学物質評価研究

機構（CERI）」を主として原文のまま引用したものである。 

この有害性評価書は平成 17 年度（平成 18 年 3 月）作成したものであるが、許容濃度や発がん分類

又は US EPA IRIS 等適宜改訂される情報は平成 21 年 7 月の時点で更新した。 
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